
            片桐・i婁林・森原;酸 酵精 練 法 の 慮 用

       醗 酵 精 錬 法 の 慮 用

            醸 酵 法 に ょ る ラ ツ ク の 精 製

       The Application of the Method・of Fermen七ation.ret七ing

          The I)urification of Lac by ]Fermentation

           片 桐 英 郎 ・奏 林 楢 太 郎 ・森 原 和 之

        Ilideo Katagiri, Narataro Mugibayashi and Kazuyuki Morihara

 絹紡 原 料 を始 め と して 各 種 植物 緻 維 原 料 の醗 酵精 練法 に就 て,長 年 に亘 り基礎 的 研究 を績 け

て 來 た が,微 生物 の 呈 す るか か る特 異 作 用 は 更 に廣 い範 團 に慮 用 し得 る事 が期 待 出來 る.Lac

は 印 度 及 び 東 南 亜 細 亜 の熱 帯地 域 に棲 息 す る一種 の 介殼 虫所 謂Lac inseetが 各 種 の樹 枝 に寄 生

稜 育 す る際 に 膣 外 に分 泌 す るResin物 質 が,虫 盟 の 周 匿1に集積 凝 固 して生 す る もの で,之 を

折 り取 つ た もの をStick lacと 穂 して い る.從 つ てStick lacはRe5in物 質 の他 に枝 條,虫

の 屍 盟,塵 埃 を混 入 して居 り,普 通 は之 を機械 的 に粉 埣 し風 撰 又 は 節別 に よ り木 片 等 を 除去 し

てSeed lacとDustと に分 け る.是 等 の 化學 成 分 を最絡 製 品 ナこるShellacと 比較 す る と名 種

爽 維 物 が 相 當 多 い.

    Lacの 種 類 瞬 脂 陣 剥 蝋 ・・司 爽禁箆物 其 他

        `
   

   

 Seed lacは 更に多量の水にて洗浄 して色素を除去すると共に流水にて淘汰 して爽雑物,虫 の

屍盟を分離 してA・S"eedとP・Seerlに 分ける. A・Seedは 直ちに加熱熔融 してShellacを 製造

するが,B-Seedは 倫爽稚物多きため現在利用 されていない。 このB-LSeed精 製の一手段 とし

て醗酵法の可能性を槍討 した.

            有 用 細 菌 の 分 離

 B・Sced約lgを 試験管に探 り之に約10eeの 肉汁を加え綿栓 を施し,30℃ の卿卵器中にて自

然醗酵 を行 わしめ,細 菌の繁殖を待ち常法通 り肉汁塞天の雫面堀養 より菌 を分離して多敬の細

菌を得た.是 等の細菌中B・Seed中1こ 含まれる虫罷の窒素質物を利用 して繁殖 し得 るものを撰

揮するために,B-9eeclと 滅菌水のみを容れた試験管内に於て純粋培養を行い繁殖の良否を比

較する必要がある.然 るにB-9eedは その性質上常法の加熱滅菌法を適用 し得ない試料である

故,藥 剤 を利用する低温滅菌法を慮用して下の如 く實施 した.即 ちB-tteed約1gを 試験管に

探 り綿栓後デシケFタ '一 }:入れ,減 巫且完全な無酸素状態に於て概ね2時 田厭ormaldehydeに

                   (41)
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接鰯せしめ滅菌を完了せし後無菌室氣を通 じてFarmaldehydeを 杢 く放 ち去Tv,約10ccの 滅

菌水を加 えたるものに分離細菌を接種 し30℃ に於て繁殖状況を糊察 した.繁 殖良好に して繁殖

後 も培養基のpH債 を過度に攣ずることなく,且 肉限的にB-Seedの 精製を認め得 るものを有

用菌株 として撰揮 した.

 薮に撰揮 し得た有用菌株を用い上 記 と同一の方法によりB-Seed 10gを 用いてフラスコに

よる醗酵試験を實施 し,醗 酵絡了後水洗 したるものに就 き肉限的槻察により一慮精製効果を確

認すると共に,更 に具艦的に精製効果を此較する一手段 としてKjeldahl法 により全窒素を定

量した.一 例 を示せば下表の通 りである.

                   全    窒    素. (%)    Lacの 種 類

             試 料 中1自 総 酵跡1醗 醐 襯 中
    A-Seed             135          0.75          0.56

    B-Seed                  3.36              1.97              1.69

    Washed B-Seed      O.95      . 0.67        0.56

    Dust             4ユ5          -           一

 この結 果 に よ る と醗 酵 虚 理 に よ り杢 窒 素 含 有量 は顯 著 な減 少 を示 す の み な ら歩,醗 酵 精 練 品

は 自然 醗 酵 品 に比 して遙 か に優 秀 な結 果 を示 し,更 にB-9ee}に 醗 酵 精 練 虞 理 を施 す こ とに よ

りその全 窒 素 含 有 量 をA-Seeclに 近 か ら しめ得 る こ とが 確認 され る.從 つ て 醗 酵 精 練 法 はLac

精 製 の有 力 な一 手 段 た り得 べ き こ とを結 論 し得 る.

            有 用 細 菌 の 性 質

 以 上 の如 くして分 離 し得 た有 用 細 菌 の 性 質 を 明か に す る爲 に常 法 に從 ひ そ の分 類 上 の特 徴 を

研究 した結 果 を表 示 す る と下 の 通 りで あ る.

   形 状 及 大 さ   桿 状  軍濁 又は2個連績0.4～0.6×1.2～L8μ

   蓮  動  性   有 す 端毛

   胞     子   形 成せす

   寒 天 斜 面 黄緑色の色素形成f螢 光を放つ

   寒 天 穿 刺 表面 に繁殖

   肉 汁 弱 き皮膜 を形成,渦 濁 し多量の沈澱 を生 す

   ゼ ラ チ ン  層状 に液化す

   グ ラ ム 染 色   陰 性

   リ トマス 牛 乳  凝 固ぜすg酸 の生産 なし

   イ ン ド ー ル   生 す

   硝  酸  臨   遼元す   ・

   ガ ス 生 産   認 めす

   最  適  温  度    37◎C

 即 ち,本 菌 は桿 短こに して グ ラ ム陰 性,黄 緑 色螢 光 性 色素 を形 成 し,胞 子 形 成 能 を鋏 く鐵 よ り

                   (42)



         片桐 ・辰 巳:織 維質のアルat・・一ル化 に關 する研究(第4報)

Chromobacterieae中Pseudomonasに 属 す るを知 る.而 も運 動 性 を有 し,ゼ ラチ ンを液 化

し,硝 酸 瞳 を還 元 し,イ ン ドー ル を生 す る等 の諸 性質 は よ く文 献 記載 のPseudomonas myxO-

genesと 一 致 す る も,リ トマ ス牛 乳 を凝 圃せ す,叉 最 適 温 度高 き貼 に於 て該 菌 と異 る性 質 を示

す.故 に本 菌 はP・eudem・n・s/の 一穂 こして殊1こP…d・m。ll・s. m x。9・n・,1こ 近 縁 な る もの

と糸吉論 し得・る.

              (昭 和 24年 3 月 4 日 受 理)
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 稀酸 にて加塵加熱下 に木材を糖化 し得 られる糖化液の成分は,木 材を構成する各種成分の分

解生成物及共等の第2次 的攣化による生成物が考えられる.從 來之等に關する研究は多藪行は

れて來たが極めて複雑な もの と看倣 され詳細な職告は少い.木 材糖化液の成分は糖化條件によ

つて異 るは勿論木材の極類 によつて差異のある事は容易に考えられる・著者はシヨラr法 によ

り桑條を糖化し得たる糖化液の成分 を明かにし各種醗酵に資せん とする.

 蟹験方法:實 験 に供 した糖化液は第1報 にて得たる桑條塘化液(桑 條5009よ り糖化液7500cc

を得)で あつて酒精醗酵に關係ある成分のみ第3報 にて報告した.本 報に於ては次の如 く糖化

液 を逐次詳細に分析 した.糖 化液をBti(OII)2に て精密に中禾ロし濾別 し濾液に就て固形分,友

分,還 元糖を測定する.次 に水蒸氣蒸溜を行 う(酷酸アニリン反慮を呈 しな くPH・ 6.5迄)・蒸

溜液はN/lO NaOHで 滴定し其滴定数を求める.中 和液の一部を蒸稜乾洞 し得 られるi揮稜性有

機酸盤に就て蟻酸,酷 酸,レ ヴユ リン酸の定性定量を行 う.又 中和液の一部に就てフルフ・一ル

オキシメチルフルフロールの定性定量を行 う.水 蒸氣蒸溜淺液 を中和 し工一テル抽出を行 う.

抽出残液 の一部 を蒸獲乾洞 し固形分,荻 分を測定 し弛部は減巫濃縮する.濃 縮液に酒精を加 え

80%酒 精溶液 とする.生 す る黄褐色沈澱を濾別し80%酒 精 にて洗瀞 し硫酸乾燥器にて乾燥秤量

する,次 に熱水にて溶解し濾過 し濾液に就て試験を行う・叉上記80%酒 精溶液は減璽濃縮 し,

酒精を騙逐 し蒸溜水 を加え稀繹 し稀硫酸にて中和 しBaSO4を 濾別 し濾液に就て試験を行 う.

 實験結果:糖 化液の固形分186.009(原 料に謝 し37.33%),友 分 五7.259(5.45%),還 元糖

                   (姶)


